
第
一
節
伊
澤
修
二
の

創
設
の
構
想

コ
音
築
偉
習
所
」

『
學
制
』
頒
布
と
伊
澤
修
二
の

ア
メ
リ
カ
留
学

明
治
五
年
、
政
府
が
統
一
的
な
教
育
制
度
を
敷
く
た
め
に
制
定
し
た
『
學
制
』
は
、

ま
さ
に
近
代
国
家
形
成
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
學
制
』
に
よ
っ
て
、
小
学
校

・

中
学
校
の
普
通
教
科
に
「
音
楽
」
つ
ま
り
唱
歌
教
育
が
「
掌
分
之
ヲ
鋏
ク
」
と
い
う

但
書
つ
き
で
あ
っ
た
が
、
必
須
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
『學
制
』
そ
の
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
外
国
の
模
倣
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の

後
の
わ
が
国
の
音
楽
教
育
確
立
の
た
め
に
は
非
常
に
幸
い
で
あ
っ
た
。

『學
制
』
制
定
の
た
め
に
政
府
が
前
も
っ
て
調
査
し
た
主
要
な
西
洋
の
学
校
制
度

に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。
―
つ
は
『
和
聞
學
制
』
上
下
二
巻
（
大
學
少
返
内
田
正

雄
訳
、
開
成
學
校
、
明
治
二
年
出
版
）
で
あ
る
。
特
に
オ
ラ
ン
ダ
学
制
が
翻
訳
さ
れ

た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
進
ん
で
い
た
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
江
戸
時
代
以
来
蘭
学
が

盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
参
考
文
献
も
多
く
、
翻
訳
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
理
由
の
よ
う

で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
『
佛
國
學
制
』
で
あ
る
。
初
編
（
巻
之
一

、
巻
之
二
）
お
よ

び
第
二
編
（
河
津
訪
之
閲
、
佐
澤
太
郎
訳
）
は
明
治
六
年
九
月
、
文
部
省
出
版
、
第

三
編
（
巻
之
一
ー
巻
之
五
、
附
録
上
下
二
巻）

が
明
治
九
年
二
月
に
出
版
さ
れ
て
い

る
。
『
佛
國
學
制
』
の
出
典
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
一

八
三
0
年
か
ら
一
八
四

0
年
頃

の
「
敦
育
法
規
」
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
出
版
が
明
治
六
年
で
あ

る
が
、
訳
稿
は
明
治
五
年
以
前
に
で
き
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
両
者
の

『學
制』

と
明
治
政
府
の

『
學
制
』
の
学
校
教
科
に
関
す
る
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る。

（
仮
称
）

『
和
蘭
學
制
』

第
一
章
、
小
學
校
ヲ
ニ
種
二
匿
別
シ
テ
、
一
ヲ
通
常
ノ
者
ト
シ
、
一

ヲ
稽
大
ナ

ル
モ
ノ
ト
ス
。
通
常
ノ
小
學
校
二
於
テ
ハ
、
左
ノ
科
目
ヲ
教
授
ス
。

日
素
讀

口

習

字

国

算

術

四

文

章

国

閾

語

ノ

大

意

因

地

理

學

ノ
大
意

旧

歴

史

ノ

大

意

囚

理

學

ノ

大

意

因

唱

歌

稽
大
ナ
ル
ノ
小
學

二
於
テ
ハ

左
ノ
科
ヲ
増
補
ス
。

国
外
國
語
學
ノ
大
略
口
算
術
ノ
大
意
口
農
學
ノ
大
意

国
女
子
ノ
手
業

以
下
教
場
な
ら
び
に
教
師
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
項
を
改
め
て
公
学
校
の
規
定

が
つ
づ
く
。
主
要
な
も
の
に
次
の
条
項
が
あ
る
。

全
国
各
村
に
小
學
校
を
設
く
。

一
村
一

學
校
に
し
て
足
ら
ざ
る
と
き
は
敷
個
を
設
く
。

其
村
中
の
人
口
に
應
じ
て
十
分
に
之
を
備
へ
宗
旨
の
匿
別
な
く
村
中
童
幼
一

般
の
用
に
供
す
べ
し
赦
科
の
科
目
は
少
く
と
も
第
一
章
日
よ
り
因
ま
で
の
學
科

を
授
く
べ
し
。
且
其
進
歩
に
従
ひ
国
よ
り
国
ま
で
の
學
科
中
一
、

二
を
増
加
し

あ
る
い
は
盛
＜
之
を
数
授
す
べ

し
。

『
佛
國
學
制
』
「
初
篇
巻
之
一
小
學
校
穂
論
」
よ
り

小
學
に
下
等
上
等
の
二
種
あ
り
。
下
等
小
學
に
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
教
科
左
の

□し。
女

修

身

及

び

奉

数

の

道

讀

法

書

法

佛

國

語

學

の

大
意

敷

學

楷

梯

佛

國

通

用

の

度

量

但

上
達
せ
る
生
徒
に
は
史
學
の
大
意
地
理
學
の
大
意
を
加
ふ

（
『
明
治
文
化
全
集
・
敬
育
篇
』
昭
和
三
年
、
五
頁
）

国
橙
術

瞬
圏
齋
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る
こ
と
あ
り
。
又
罫
壷
及
び
唱
歌
を
加
ふ
る
こ
と
あ
り
。

上
等
小
學
の
教
科
は
、
下
等
小
學
の
科
に
加
ふ
る
に
左
の
件
々
を
以
て
す
。

幾
何
學
の
大
意
賓
用
幾
何
學
理
學
博
物
學
唱
歌
史
學
の
大
意

地
理
學
の
大
意
但
土
地
の
形
情
に
よ
り
官
の
許
可
を
受
け
て
、

営
今
通
用
の

外
國
語
學
一

個
或
は
数
種
、
記
薄
法
、

圃
書
を
加
ふ
る
こ
と
あ
り
。
又
賓
用
重

學
、
天
球
學
の
大
意
農
學
の
大
意
田
舎
活
計
法
の
大
意
、
地
方
官
事
務
の

大
意
を
加
ふ
る
こ
と
あ
り
。

下
等
小
學
に
入
學
を
許
す
は
六
歳
以
上
十
三
歳
以
下
を
以
て
限
り
と
す
。
又

以
上
の
諸
規
則
は
、
女
兒
小
學
校
に
も
適
用
す
べ
き
も
の
な
れ
ど
も
、
女
兒
小

學
校
の
目
的
と
す
る
虞
は
自
ら
男
子
の
小
學
校
と
異
な
る
を
以
て
稽
々
別
則
な

き
を
得
ず
。

女
兒
小
學
校
も
亦
下
等
上
等
の
別
あ
り
。

下
等
小
學
に
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
教
科
左
の
如
し

修
身
及
び
奉
教
の
道
、
讀
法
、
書
法
、
佛
図
語
學
の
大
意
、
唱
歌
、
針
線
、

罫
蜜上

等
小
學
の
教
科
は
、
下
等
小
學
の
教
科
に
加
ふ
る
に
左
の
條
件
を
以
て

す。

(1
)
 

明
治
政
府
の

『學
制
』
（
明
治
五
年
七
月
「
太
政
官
布
告
」
第
二
百
十
四
号
）
よ
り

今
般
被
仰
出
候
旨
モ
有
之
教
育
之
儀
ハ
自
今
尚
又
厚
ク
御
手
入
可
有
之
候

虞
従
来
府
縣
二
於
テ
取
設
候
學
校
一
途
ナ
ラ
ス
加
之
其
内
不
都
合
之
儀
モ
不
少

依
テ
一
旦
悉
令
麿
止
今
般
定
メ
ラ
レ
タ
ル
學
制
二

循
ヒ
其
主
意
ヲ
汲
ミ
更
二
學

校
設
立
可
致
候
事

算
術
、
佛
図
語
學
、
佛
図
地
理
學

第
二
十
六
章

第
二
十
七
章

ベ
シ

但
外
國
紋
師
雇
入
有
之
場
所
ハ
常
省
ョ
リ
官
員
ヲ
派
出
シ
地
方
官
協
議
之
上

可
及
虞
分
候
條
夫
迄
之
虞
生
徒
赦
授
向
等
不
都
合
無
之
様
可
取
計
尤
嘗
出
張

ヲ
不
待
學
制
之
目
的
二
依
リ
成
丈
相
運
候
様
可
致
事

文

〇
學
校
ノ
事

第
二

十
章

學

校

ハ
三
等

二
匿
別
ス
大
學
中
學
小
學
ナ
リ
噂
諏
暉
直
環

0
小

學

第
二

十
一

章

小
學
校
ハ
赦
育
ノ
初
級
ニ
シ

テ
人
民
一
般
必
ズ
學
バ
ズ

ン
バ
ア

ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
之
ヲ
匿
分
ス
レ
バ
左
ノ
敷
種
二
別
ツ
ベ
シ
然
モ
均

ク
之
ヲ
小
學
卜
稲
ス
郎
チ
尋
常
小
學
女
兒
小
學
村
落
小
學
貧
人
小
學
私
塾
幼

稚
小
學
ナ
リ
其
外
麿
人
學
校
ア
ル
ベ
シ

第
二
十
二
章
幼
稚
小
學
ハ
男
女
ノ
子
弟
六
歳
迄
ノ
モ
ノ
小
學
二
入
ル
前
ノ
端

緒
ヲ
数
ル
ナ
リ

第
二
十
三
章

小
學
私
塾

ハ
小
學
赦
科
ノ
免
状
ア
ル
モ
ノ
私
宅
二
於
テ
数
ル
ヲ

稲
ス
ベ
シ

第
二
十
四
章
貧
人
小
學
ハ
貧
人
子
弟
ノ
自
活
シ
難
キ
モ
ノ
ヲ
入
學
セ
シ
メ
ン

為
二
設
ク
其
費
用
或
ハ
富
者
ノ
寄
進
金
等
ヲ
以
テ
ス
是
専
ラ
仁
恵
ノ
心
ョ
リ

組
立
ル
モ
ノ
ナ
リ
勿
テ
仁
恵
學
校
ト
モ
稲
ス
ベ
シ

第
二
十
五
章
村
落
小
學
ハ
僻
遠
ノ
村
落
農
民
ノ
ミ
ア
リ
テ
数
化
素
ョ
リ
開
ケ

ザ
ル
ノ
地
二
於
テ
其
赦
則
ヲ
少
シ
ク
省
略
シ
テ
赦
ル
モ
ノ
ナ
リ
或
ハ
年
已
二

成
長
ス
ル
モ
ノ
モ
其
生
業
ノ
暇
束
リ
テ
學
ハ
シ
ム
是
等

ハ
多
ク
夜
學
校
ア
ル

壬
申
七
月

女
兒
小
學
ハ
尋
常
小
學
教
科
ノ
外
二
女
子
ノ
手
藝
ヲ
敦
フ

尋
常
小
學
ヲ
分
テ
上
下
二
等
ト
ス
此
二
等
ハ
男
女
共
必
ズ
卒
業

部

省
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政
府
は
ほ
か
に
『
西
洋
學
校
軌
範
』
上
下
（
小
幡
甚
三
郎
訳
、
疫
應
義
塾
、
明
治

三
年
二
月
出
版
）
を
含
め
数
種
の
学
校
法
を
調
査
し
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ

ン
ス
に
大
い
に
影
孵
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
模

倣
で
あ
る
に
せ
よ
、
小
学
校
に
お
い
て
も
、
中
学
校
に
お
い
て
も
、
教
育
上
全
く
準

備
の
な
い
唱
歌
の
科
目
を
設
け
た
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
生
ず
る
。
オ
ラ
ン
ダ

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
西
欧
諸
国
は
唱
歌
が
宗
教
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
と
実
生
活
に
伴
っ

國
語
學

代
敷
學

學

十

六

學
大
意

二
十
奏
架
嘗
分
鉄
ク

下
等
中
學
赦
科

國

語

學

二

算

術

七

窮

理

學

十

二

記

癒

法

生
理
學

十
七

意

地
學

古
言
學

博
物
學

図
整
學

十
八

十

十
四

八

圏
蜜

九

習
字

四

史
學

十

幾

何

學

化

學

十

五

政
罷
大
意

十
九

0
中

十
四

修
身

國
勢

五

敦
則
別

冊
ア
リ

ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

下
等
小
學
赦
科

一
綴
字
讀
並
盤
上
習
字

會

話

讀

五

讀

本

解

意

解
意
並
盤
上
習
字

法
ヲ
用
フ
十
一

十

＇ ノ‘

1 -

ノ‘

十
外

怪
操

學

第
二
十
九
章
中
學
ハ
小
學
ヲ
純
タ
ル
生
徒
二
普
通
ノ
學
科
ヲ
赦
ル
所
ナ
リ
分

テ
上
下
二
等
ト
ス
ニ
等
ノ
外
工
業
學
校
商
業
學
校
通
辮
學
校
農
業
學
校
諸
民

學
校
ア
リ

習
字
字
形
ヲ
主
ト

ス

肌

語
讀

修

身

解

意

七

國

橙

解

意

八

書
讀

文
法
解
意
十
算
術
九
々
敷
位
加
減
乗
除
但
洋

養

生

法

講

義

十

二

地

學

大

意

窮

理

學

大

十
五
唱
歌
嘗
分
之
ヲ
鋏
ク

九

四

て
密
着
し
て
い
る
か
ら
、
学
校
教
育
上
重
要
な
教
科
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

こ
の
国
情
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

つ
い
て
次
の
よ

う
な
―
つ
の
見
解
が
下
さ
れ
て
い
る
。
「
學
制
が
大
櫃
に
於
て
西
洋
諸
國
の
制
度
そ

の
儘
の
模
倣
で
あ
り
、
他
面
に
於
て
漢
學
の
影
匹
を
多
分
に
受
け
て
居
た
賞
時
の
人

々
が
、
儒
数
に
於
け
る
證
楽
と
云
ふ
言
葉
を
恐
ら
く
考
慮
に
置
い
て
、
ー
音
楽
を
敦
科

(
2
)
 

目
と
し
て
採
っ
た
で
あ
ら
う
と
推
察
さ
れ
る
」
と
。

(

1

)

明
治
五
年
七
月
「
太
政
官
布
告
」
第
二
百
十
四
号
。

(
2
)

『本
邦
昔
架
敦
育
史
』
東
京
昔
榮
學
校
内

日
本
敦
育
昔
榮
協
會
編
、
昭
和
九
年
、
六
十

五
頁
。

こ
の
た
だ
面
目
上
の
教
科
で
あ
る
唱
歌
の
状
況
を
憂
慮
し
つ
つ
、
師
範
教
育
に
従

事
し
て
い
た
伊
澤
修
二
は
、
明
治
八
年
（
当
時
愛
知
師
範
学
校
長
）
文
部
省
の
命
に

よ
る
「
師
範
學
科
取
調
べ
」
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
機
に
、
音
楽
研
究
施
設
の

構
想
を
練
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
は
ほ
か
二
名
も
同
じ
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
。

一
人
は
の
ち
に
音
楽
取
調
掛
で
伊
澤
修
二
の
片
腕
と
な
る
同
郷
（
長
野
県
）
の
神
津

専
三
郎
、
も
う
一
人
は
高
嶺
秀
夫
で
あ
る
。
高
嶺
は
帰
国
後
東
京
師
範
学
校
長
と
な

り
、
明
治
三
十
七
年
に
は
東
京
音
楽
学
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
伊
澤
修
二
は
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
ボ
ス
ト
ン
郊
外
、
プ
リ
ッ
ヂ
ウ
ォ
ー
ト
ル
師
範
学
校
に
入
学
し
た
。

当
時
を
回
顧
し
た
伊
澤
の
手
記
に
よ
る
と
、
普
通
の
学
科
や
語
学
は
努
力
次
第
で
な

ん
と
か
な
つ
い
て
行
け
た
が
音
楽
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
次
の
よ
う
に

綴
っ
て
い
る
。
「
従
来
の
余
の
経
歴
談
を
讀
ん
だ
人
は
伊
澤
は
音
楽
に
於
て
は
、
最
も

得
意
で
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
す
る
で
あ
ら
う
が
、
事
宜
は
全
く
そ
れ
と
正
反
劉
で
、
音

ヒ
ー
フ
ー

譜
な
ど
が
殆
ん
ど
も
の
に
な
ら
ず
1
2
だ
け
は
可
い
が

3
と
な
り
4
と
な
れ
ば
皆
上

り
過
ぎ
て
、
先
生
に
叱
ら
れ
自
分
は
尚
ほ
種
々
に
苦
心
し
た
け
れ
共
、
そ
れ
で
も
殆

ん
ど
唱
歌
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
或
時
校
長
は
余
を
招
き

『
君
は
ド
ウ
も
唱
歌

が
出
来
ぬ
と
い
ふ
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
賞
に
無
理
も
な
い
こ
と
で
、
君
は
極
東
の
日

本
國
人
で
あ
っ
て
、
貴
國
の
音
律
は
我
米
國
の
と
は
違
っ
て
を
る
、
故
に
君
だ
け
に

伊
澤
修
二
の
文
部
省
へ
の
働
き
か
け
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